
R2年度 環境研究機関連絡会研究交流セミナー 2020/12/25

日本の森林・林業分野の適応策へ影響

予測情報をどのように活用するか

森林総合研究所 関西支所 森林生態研究グループ
中尾 勝洋



Today’s topics

1. 現状: 森林生態系と林業

2. 影響予測情報を適応策へ

3. まとめと課題



主要構成種での影響検出・予測は
進んでいる

1. 現状: 森林生態系

影響検出: 八甲田山での
オオシラビソの分布上昇
Nakasizuka et al. (2016)

環境省推進費S8報告書より

Ohashi et al. (2016)



研究数がまだ限定的で、不明な点が多い.
・病虫害, 風倒, 山地災害等で先行.
・成長や枯死リスクに関する研究が少ない.

1. 現状: 林業

乾燥ストレス(スギ)の増加によ
る成長への影響

松本ら (2006)Matsuhashi et al. (2020)

病虫害リスク(松枯れ)の予測



2. 影響予測情報を適応策へ; 適用事例

ブナ影響予測と保護区のGAP解析

温暖化も考慮した保護区見直し
(北海道狩場山周辺)

→既存4保護林を連結

R1北海道森林管理局保護林管理委員会
資料(森林総研北海道支所 北村氏 提供)

見直し区域

Nakao et al. (2013)



2. 影響予測情報を適応策へ; ニーズとのギャップ

特定の種類だけの影響予測では限界
→より汎用性の高い手法: VoCC(Velocity of Climate Change)

Loarie et al. (2009)

• VoCCとは、気候条件が空間的に変化(e.g.平均気
温15 ～ 16℃の帯が100km北上)した際にその距離
を変化に要した時間で割ったもの
→100km/100年 =1km/年

• その場所の温暖化に対する"安定性"

高野ら (2019)

RCP4.5 2100年代



2. 影響予測情報を適応策へ; ニーズとのギャップ

市民や政策決定者が使いやすい影響予測情報とは

ユーザーインタラクティブな可視化(Google Earthでの事例)
・ピンポイントでの適応策検討
・脆弱地域の抽出
・緩和策へのモチベーション喚起

RCP4.5
2100年代

近日、公開!



2. 影響予測情報を適応策へ; モニタリング-モデル-適応策

佐賀県 樫原湿原での事例
環境省 適応コンソーシアム事業 より

モニタリング(影響監視)-モデリング(影響予測)-適応策の一体的な運用



森林生態系 林業

影響検出
○

既存のモニタリング体制の活用
新たな手法の検討(e.g. UAV)

×
体系的な体制がない

影響に関する知見不足

影響予測
○

主要構成種では進んでいる
地域スケールでの影響予測

△
知見が不足している

適応策 △
検討され始めているが実装化に課題

△
育種等で検討されている
育林分野では十分でない

3. まとめと課題



3. まとめと課題

• 気候変動に対する科学的知見の蓄積, 影響予測技術の向上が

引き続き重要.

• 影響検出体制の整備. 特に人工林.

• 適応策を組み込んだ影響予測, 評価手法の確立.

• ステークフォルダとの対話.

環境省推進費S18
適応策タイムラインのイメージ
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